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機能性膜を用いた有機性汚泥の削減技術の最適化
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排水処理等により膨大な量の有機性汚泥が発生し、未だに多くの処理汚泥が埋め立て処分されている。こ
れによって廃棄物最終処分場の残余空間を逼迫することが問題となっており、有機性汚泥の削減が求められ
ている。

本研究では有機性汚泥の削減を目的として、酸素を透過す
る機能を持つ膜を利用した汚泥削減システムを開発する。本
技術は嫌気性消化に分解速度が大きい好気性消化を組み合
わせたものである。好気処理に必要な酸素供給を膜によって
行うことが特徴であり、嫌気・好気同時処理を実現し(図1)、汚
泥の分解を促進する。
前年度の研究によって、本技術が汚泥削減効果を持つことを
確認し、更に膜面積の最適条件を把握することが出来た。
本年度は本技術を汚泥処理工程における消化プロセスに導
入することを想定し、室内実験により最適条件を検討するとと
もに、スケールアップ実験による効果の検証を目的とした。 図1 技術の概要

図4.汚泥中の硫化物含有量図3.汚泥中のアンモニア含有量図2.汚泥減量効果の比較
(中温消化、消化日数28日)

①中温消化条件において、反応槽内に酸素透過膜(シリコンチューブ)を浸漬し、通気することにより好気処理を付
加することで汚泥の減量を促進できた(図2)。
②反応阻害や悪臭の原因となるアンモニアや硫化水素の発生が酸素透過膜を導入することで抑制された(図3,4)。
③スケールアップ実験(連続式)においても酸素透過膜による汚泥中の固形分（有機物）の減少が確認された（図5）
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図5.スケールアップ実験における引抜汚泥中の固形分の変化

酸素透過膜

消化槽

図6.消化槽を想定した実験装置
（左：汚泥投入前 右：投入後）
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